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＜連絡事項＞

・第３回院内研修の日程が変更となります。

　　　日時：平成２０年７月２９日（火）・３０日（水）
　　　　　　１７：３０～
　　　場所：メモリアルホール
　
　研修内容：「感染対策　～麻しん・新型インフルエンザ～」
　　　講師：鳥谷部　久美子（感染対策委員長）

・シャワー浴について８月１日から実施するよう検討しています。

（利用時間）

Ａユニット：火・木・土　　１６：３０～

Ｂユニット：月・水・金　　１６：００～（女性）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７：００～（男性）

・８月１０日から３ヶ月以上面会に来られていない疎遠となっている御家族様へ連絡し、面会を促していきましょう。

・お盆の時期が近づいてきていますので、徐々に御家族様へ連絡し、お盆外泊促していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・岡田　石子様　　医事へ御家族様（妹様）より新しい通帳を作って欲しいと希望されている事伝えています。措置入院であり、通帳を新しく作るにしても、印鑑を変更するにしても本人が郵便局へ外出して、作成する必要があるが難しい状況であり、御家族様へ連絡した所、現金書留で医事か本人宛に送るとの事です。

＜週間連絡＞

２３日（水）　田端　テル様　　室岡整形受診予定（１０時～１２時まで）

　　　　　　　医事に診察券があるので、受診する際には忘れず持っていくようにして下さい。

２４日（木）　久保　清美様　　デキスターチェック

２５日（金）　歯科

２６日（土）　チェストの鍵の確認

＜ＯＴから＞

・春本　司郎様　　本日、現在使用不可の作業室トイレの個室に、他病棟の女性患者様と２人で入り、下着を脱いだ状態でスタッフへ発見されるという事がありました。

最近は、作業スタッフの説明に対し理解力の低下みられています。作業中も、集中できず歩き回ったりするなど落ち着きの無さ見られています。死角や個室へこもるなどの行動ある為、他者との過度な接触に注意し、参加状況の観察を行なっていくようにお願いします。

・松橋　清子様　　現在作業へ参加出来ていません。毎日作業スタッフが声掛けに訪室いますが、強い拒否あります。今後は、ホールで作業を行い徐々に活動性を高めていけるように関わっていく事としています。△扱いの為、不参加届けはいらないとの事です。

・小林　満様　　三浦　るみ子様との会話に夢中になり、作業へ集中できていない様子です。また、カッターの刃を出しっぱなしのままにしておくなど注意力に欠けている部分が見られます。今後、見かけた際には、その都度声掛けし、作業への取り組み状況の観察をしていきましょう。

＜田名部Ｄｒ　ＮＣＰ評価・検討＞

・菊地　明子様　　＃　今後の生活に関した不安がある

　　　　　　　Ｏ－Ｐ　①表情・口調の観察

　　　　　　　　　　　②睡眠状況の観察

　　　　　　　　　　　③行動の観察

　　　　　　　　　　　④日課の取り組み状況

　　　　　　　Ｔ－Ｐ　①訴えを傾聴し、不安の表出を促す

　　　　　　　　　　　②今後について家族ミーティングを行い、具体化していく

　　　　　　　Ｅ－Ｐ　①急がず、焦らず、ゆっくりと行うよう促す

＜田名部Ｄｒ　診察状況＞

・菊地　明子様　　最近の状態として、やや表情硬く不安な様子みられている。本人は胸の辺りのモヤモヤ・イライラなど訴えている。当初の緊張感のようなものは感じられない。今後の事について、仙台の両親や姉とも話し合って、患者様が最善の方向を考えていく事を説明している。本人としては、退院も早くしていきたいが、一方で不安もあるといった様子。今後、表情の観察や、不安を傾聴していきましょう。

・倉橋　生子様　　１７日に青山荘を見学してきたが、現在の感想としては、「複雑な感想です。狭かったので。普通の家庭よりも狭い感じでした。」と話している。

内容自体については、詳しく紹介されなかったというが、環境的な所は把握できた様子。「今の病棟で生活するよりは、そっちで生活する方がいいかなーと考えています。」と話している。退院後の生活訓練施設としては、考えていけそうである。大体、穏やかで落ち着いて応答できている。妹にも施設見学をしてもらいと話している。
・上田　尚弘様　　入院当初よりは、情緒的にも安定してきていると本人は話している。今後は、退院後の生活を想定してパチンコ屋や、ジュースのがぶ飲みといった生活を改める事を念頭に置いていただき、外出・泊をすすめる事とする。

臨時薬（７月２２日　昼～）　７日分　継続処方

・加賀谷　芙美子様　　まだ、血圧が朝・昼に７０台などの低値を示すことはある。本人の話では、午後３時半過ぎると落ち着いてくるということだが、それまではふらつきなどもあるという。背部痛はあるが、大体体調は安定しているとの事。

低血糖時の予測指示　７月２２日から１４日分　処方。

低血圧対処の為、服薬調整となる。

・中森　みや子様　　体調については「変わりないです。」と話す。「喋るのが喋りづらくて。」と呂律不良も訴えている。また「たまに寒気がすることはあります。お風呂は熱くて入れないことがありました。」とも話している。夜間の睡眠は取れているとの事。作業療法は計算を行っている。幻聴も無く、他の陽性症状も目立たない。
